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本校生徒が使用している端末

3年生・・・iPad 1,2年生・・・chromebook

学習で主に用いているのは・・・

ロイロノート Google classroom



①診断的評価

②形成的評価

③総括的評価 評定のための評価

指導のための評価

学習活動の終了時だけでなく最中においても行われる，指導
の改善に向かうための評価（すべての子どもに対して行うこと
を前提としない）

単元で育成を期待する資質・能力が顕著に表れる場面で，
すべての子供に対して評価活動が行われる場面において
実施

評価＝評定
ではない！



https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-
cs/1383986.htm#section4

資質・能力は

自然の事物・現象に
ついての理解

科学的に探究する
ために必要な

観察・実験等に
関する基本的な技能

科学的に探究する力

科学的に探究しようとする態度

※小学校では，科学的に
探究👉問題解決



理科の見方・考え方

見方において･･･

エネルギー領域では
量的・関係的な視点

粒子領域では
質的・実体的な視点

生命領域では
共通性・多様性の視点

地球領域では
時間的・空間的な視点

考え方において･･･

比較する（小３）

関連付ける（小４）

条件を制御する（小５）

多面的に考える（小６）

＊小学校学習指導要領解説（平成29年度告示） 理科編

資質・能力を育成する過程で子どもが働かせる「見方・考え方」

※これまで理科で育成を
目指してきた問題解決の能力！



「科学的」ってどういうこと？

実証性

客観性

再現性

観察，実験などによって検討可能

どこでも，だれでも，どこでも，何回やっても
同じ結果

実証性と再現性を満たして承認される



資質・能力が身についたかを見取る＝評価する
基準となると・・・

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に
取り組む態度

〇〇を理解している

観察，実験などの目
的に応じて器具や機
器などを選択して，正
しく扱いながら調べ，
それらの過程や得ら
れた結果を適切に記
録している

※技能を身につけて
いる

予想や仮説を基に，
解決の方法を発想し，
表現するなどして
問題解決している

得られた結果を基に
考察し，表現するなど
して問題解決している

※関係性を見いだし
て表現している

粘り強く，他者と関
わりながら問題解決
しようとしている

※見通しをもったり
振り返ったりするな
ど，科学的に探究
しようとしている

事物・現象に進んで
関わり



技能の評価とICT

器具を正しく扱えているか？

結果を適切に記録できているか？
👉客観的な根拠と
して，記録写真や
動画の提出が有効

(思考・判断・)表現の評価とICT

得られた結果に基づき考察しているか？

その結果は「客観的」であるか？



太陽の位置を透明半球上に記録(中3)

技能の評価とICT

方位を合わせているか？

記録の影が中心と一致
しているか？

記録を取った時間を
記しているか？



技能の評価とICT

電流計の値の読み取り(中2)

正面から目盛りを読み取っているか？



植物表皮と断面の細胞(中2)

技能の評価とICT

気孔を見つけられてるか？

細胞の形状がわかる
プレパラートか？

ピントを合わせているか？



花粉管の伸長(中3)

花粉管が伸びた花粉を
見つけられてるか？

花粉管が伸びる経過を
記録できているか？



もちろん「スケッチ」による記録もさせますが・・・
「顕微鏡のピントを合わせ」「対象物を正しくとらえる」
ことができていないと，スケッチはできない。

そして，「タブレット」で顕微鏡写真を撮る技術も必要
です。

iPadでは比較的撮影しやすいのですが，
Chromebookは工夫とコツがより必要です。

Chromebookを使って、顕微鏡写真を上手に撮る方法
TOSS LAND https://land.toss-online.com/lesson/qV4rNeP08A06gSFfGU5L





(思考・判断・)表現の評価とICT

静電気の性質(中2)



(思考・判断・)表現の評価とICT

デンプンとブドウ糖分子の
大きさの違い(中2)



そして欠かせないのが

「何が」できれば
いいのかをはっきり
させること👉
ルーブリックの提示



自分ができるか？

「見て」評価できるか？

ルーブリックに沿って
操作すると，期待される
提出物が完成するか？



複数の項目がある場合は，google classroomだとルーブリック
ごとに採点・集計可能なので便利



理科のパフォーマンス
課題でなくとも・・・

学習の過程や取り組みなどの記録を活かして，粘り強い取り組みのようすや
学習の調整のようすを見取ることも可能 ※ただし，生徒の反応はプリント

に書き込んだ方が顕著ではある



量的・関係的 質的・実体的

共通性・多様性 時間的・空間的

比較 関連付け 条件制御 多面的に考える

ICT機器は「理科の見方」をサポートする便利なツールではあるが・・・

どの「自然の事物・現象」のどこに着目すべきか？

その事物・現象から何がわかるのか？

必要な情報かどうかを考え，取捨選択できる能力は
情報過多の時代に飲み込まれないためにも必要！



・田中 耕治編『よくわかる教育評価』ミネルヴァ書房 2010年
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